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《病院船とは何か？》参考として（Ⅰ） 

第一次世界大戦中、病院船は、戦闘地域間で起こった深刻な紛争や深刻な事件にもかか

わらず、使用需要が大きく増えていきました。 ほとんどの場合、乗客船は医療輸送用に改

造転用されました。 第二次世界大戦は、戦病者救済目的のために特別に設計された病院船

が建設された結果、戦傷、戦病患者の収容が大幅に改善された。 つまり太平洋戦争では戦

地が遠く、病院が不足していたため、旧日本軍（陸軍・海軍）も、米軍はもちろん実際に

海上を航行する病院船に運ばれ、完全な医療と外科的治療を受けながら母国に搬送される

ことができました。 

病院船の国際的な法的定義は、1949年 8月 12日、ジュネーブで行われた「海上における

傷病者の病気の改善に関する条約（II）」に記載されている。簡潔にするため、当時の

ジュネーブ条約を「第二条約」といいます。 この条約第 22 条には、「軍隊の病院船、

すなわち、負傷者、病人および難破船を支援するために、特にそれらを治療し、運搬す

ることを支援する目的でのみ、Power Systemsによって建設または装備された船舶は、そ

の船舶が使用される日の 10日前に紛争の当事者にその名称と説明が通知されたことを条

件に、常に尊重され保護されなければならない。総トン数、幹から船尾までの長さ、マ

ストとファンネルの数。 第 41条では、「武装勢力の指揮の下、白地に赤十字の紋章を、

旗、銃床、医療機関で使用されるすべての装備に表示するものとする。赤い十字架、赤

い三日月や赤いライオンと白い地面の太陽の代わりにすでに象徴として、これらの紋章

はまた、本条約の条件によって認識されています。 

また、第 43条では、「全ての外面が白くなければならない」ということを要求している。

可能な限り大きい 1 つ以上の濃い赤い十字は、船体の両側と水平面に塗装して表示しな

ければならない。海と空からの視界。 本質的なことは、船舶が病院船であることができ

るだけ明確でなければならないということです。 同様に、「暗赤色」への言及は、明ら

かに、赤い十字が他の陰のものであった船舶が保護されないことを意味するものではな

い。 これは、優れた色のコントラストを提供することによって浮遊病院の効果的なセキ

ュリティを高めることを目的とした推奨に過ぎません。 レコードから、最新のマーキン

グシステムがないことは、第二次世界大戦中の病院船舶に対する攻撃の大部分が原因で

あることが明らかです。 

それにもかかわらず、 "病院船"には厳密で正確な定義はなく、 病院船籍（HSI）艦隊登

録簿に記載されている船舶はここには含まれていませんが、ここに含まれる船舶の一部

は HSI リストには含まれていません。 HSI リストは、主に特定の国または組織の下で、

フラグが立てられ、登録され、公表され、および/または運営されている医療/ヘルスケ

ア目的の船舶/船舶の包括的な目録の試みである。 Ths HSIのリストは、イタリアの San 

Giorgioクラスの小型ドック着陸船を「技術的には病院船ではなく、必要に応じて急速に
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災害救援（特に地震）に変換する目的で設計された病院船ではない」としています。 し

かし、これはすべての水陸両用船に当てはまります。 

現在、病院の船舶は、便宜上 5つのタイプに区分されています。 

1. 病院発足 - 少なくともボリビア、ブラジル、カマロン、チリ、ペル

ー、タイを含むいくつかの国々が、河川や湖沼に住む地元住民に医療

支援を提供する小規模な病院発掘活動を行っています。 これらの河

川と湖沼の工芸品は海が行き渡るものではなく、国の海軍またはその

他の政府機関によって運営されている可能性があります。 ブラジル

の船舶のうちの 2つは、民間の病院船の伝統的な緑色の十字マークを

持っています。 

 

2. AHL - 小規模医療支援船 - インド、インドネシア、メキシコの少な

くとも 3カ国で、人道援助医療サービスを提供するために装備されて

いる海洋軍用船舶を運営するとともに、国内主権プレゼンス機能を果

たしている。 これらの船舶は主に病院船としては機能せず、国際法

に基づく病院船でもありません。 これらの船のうち、インド船とメ

キシコ船は白でも特製の標示もありません。 インドネシア船は白で

はなく、大きな赤十字で表示されていますが、武装しており、国際法

上病院船としての保護を失っています。 

 

3. APH - 人道輸送、避難 - ドイツ、英国、中国の 3カ国は、戦闘犠牲

者救援と人道支援医療の両面を支援する大規模な多目的水陸両用支

援船を運営しています。 これらの船舶は主に病院船としては機能せ

ず、国際法上の病院船としても指定されていません。 
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4. AH - 民間病院の船舶 - 現在、全面的に 2つの民間の病院船がありま

す。 スペインの労働省は、スペインの漁船を海で支えるために Juan 

de la Cosaを運営しています。 マーシー・シップス・インターナシ

ョナルはアフリカの港湾で医療援助を提供する NGOアフリカ慈善事

業を運営しています。 

 

5. AH - 病院船 - 現在、ロシア、中国、米国の 3カ国が病院船を運営し

ています。 Ob'bクラスの 3つのロシア船は、商業憲章のために提案

されているが、近年はほとんど使用されていない。 米国は T-AH-19 

Mercyクラスの 2つの非常に大きな病院船を運営しています。 1990

年代、中国は 2,3隻の Qiongsha級の攻撃輸送機関を病院に輸送し、

最近はロシアから Ob'クラスの船を購入した可能性がある。 PLAの最

初の新しい大型病院船は、2007 年 8 月 29 日に広州で発足しました。

2008年 8月に、Type 920病院船が海上試験を成功裏に実施したと報

告されました。 これは、世界で 2番目に大きい病院船で、アメリカ

の 2本の船に続いて、中国に水陸両用の操作をサポートするための大

きな新機能を提供しています。 
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《病院船とは何か？》参考として（Ⅱ） 

前ページで紹介の米国米海軍USNS Hospital Ship(T-AH-19) Mercyクラスの2つ世界最

大の病院船を運営しているが、湾岸戦争以後は大きな戦地出動はない。年間の内、半年は

ドックでメンテナンス。残りの半年は、人道支援・災害救援HADR (Humanitarian Assistance 

Disaster Relief: HADR)出動、すなわち平和活動を主任務にしています。 

 

災害発生時に世界はアメリカの海軍のリーダーシップに依存する傾向が強い。空と陸と海

をカバーするアプローチ体制を保有し、救援コールに即応できるロジスティクス能力に加
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えて、CBRNE含む様々な災害ケースに対応する装備の研究や人材育成ノウハウを備えていま

す。 またHADR（人道支援・災害救援）をサポートするボランティア育成にも、ユニークな

資格Disaster Management & Emergency Preparedness course (DMEP) 教育で人材育成を怠

っていないこともアメリカに依存する証左であろう。特に海軍はグローバルなプレゼンス

と水・陸両方のアプローチ機能を持っている。陸上支援に偏った日本の災害支援のあり方

と根本から異なります。 

 

災害大国であり、海洋国でありながら海からの医療支援を311後も軽視する伝統は改まっ

ていない。はたして、HADR（人道支援・災害救援)は、装備さえ整えれば完了するのかとい

うと、装備だけを整えても機能しない。被災した人たちに奉仕する他者貢献哲学や慈悲の

精神など、人間の苦しみに寄り添うケアを提供する『HADRドクトリン（行動哲学）』がベ

ースミッションになければ機能しないとしている。それこそが被災した国の地域を安定さ

せる重要なHADRサービスの神髄だといわれます。  

 

「トモダチ作戦」の回顧と課題  

2011年 3月 11日午後 2時 46分に発生した東日本大震災の「トモダチ作戦」に参加した米

海兵隊将校の多くが、日本が水・陸両用アプローチ能力を高める発想が乏しく、脆弱であ

ることが話題に上ったと証言している。「もし、…ならば…は」、事後に通用しないのはも

ちろんであるが、「大震災当時、もし日本に海からアプローチする水・陸両用能力を平時か

ら活用する発想と装備の充実が存在していたならば、多くの人々の命を救うことができた

にちがいない」。東日本大震災が発生した当時、沖縄を本拠にしていたアメリカ海兵隊の実

働部隊本隊「31MEU」は、東南アジアで活動中であった。そのため、被災地救難支援活動

へ緊急展開できたのは、ヘリコプターや輸送機を中心とする留守部隊であった。留守部隊

は翌日の 3 月 12 日から支援活動を開始し、14 日には仙台に前進司令部を設置し、海軍や

空軍とも協力して本格的支援活動を開始した。いわゆるトモダチ作戦である。16 日には、

海兵隊と嘉手納から派遣された空軍特殊戦術飛行隊によって仙台空港が使用できるように

なり、一週間後の 17 日には東南アジアから揚陸艦に分乗して急行してきた「31MEU」も

秋田沖に到着し、支援活動を開始した。やがて太平洋側に回り込んだ「31MEU」は揚陸艦

から被災地に、揚陸艇やヘリコプターでアクセスして、本格的な救援支援活動に従事して

いる。 

海兵隊的能力とは何を意味するのか？  

「海兵隊的能力」とは、どういうことなのか？ 

一つ目は、「揚陸艦などをベースにして海から陸にアクセスする水陸両用能力」、 

二つ目は、「陸上・航空・海上の戦闘・補給資源（装備・人材）による統合運用能力」、

三つ目は、「様々な突発事案に即応した緊急展開能力」の三つの軍事的能力のことを指す。

3.11当時の日本にそれらの能力があったのかというと、水陸両用能力は、「ほぼゼロ」、
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水陸両用能力と密接に関連する統合運用能力も極めて低調であり、緊急展開能力のうちで

もアメリカ海兵隊CBIRF（化学兵器、生物兵器、放射性物質兵器、核兵器、爆発物事案に対

処する即応部隊）のような対放射能汚染対処即応能力もほぼゼロという状況だった。 

 

装備調達だけで目的は達成できない 

大震災から5年を経た現在、被災地復興においてもかさ上げ地造成や防潮堤建設という「ハ

ードウエア」重視で、被災者の心のケアやコミュニティ形成といった「ソフトウエア」の

立ちおくれが指摘されている。それと同じく、（HADR）は「人道支援・災害救援」活動の

総称であるが、一般的に日本で考えられる災害派遣とは異なる。人為的な災害（内戦等）

による被災者に対する支援も含む、幅広い作戦概念であり、文書によってはHAとDRは同じ

ものとして取り扱っているものもある。ここでは人道支援・災害救援活動の総称として、

HADRを位置づけ紹介する。つまり、水陸両用能力の構築は決して装備優先であってはなら

ない。海からのアプローチの重要性にしても、観念的に唱えるだけでは説得力に欠ける。

「大規模災害時になぜ、水陸両用能力が必要なのか？」「どのようにして水陸両用能力を

用いるのか？」といったHADR「ソフトウエア」の視点から再検討を加え、組織的（見直し

含む）対応が必要だからである。  

 

「コーチのいないスポーツチーム」を想像できるか？ 

理由１．日本には包括的な危機管理のシステムがない。 

理由２．包括的危機管理システムの欠落により，調整されないまま、膨大な作業が行われ、 

 政府のコストを増やし、災害時の政府の行動能力を低下させる原因となっている。 

理由３.即応能力の低下は突然の大災害の発生に際し，人的物的損害発生の危険性を高めて 

いる。 

理由４．日本には国レベルでこの課題に対応できる人的物的資源が十分にあるにも関わら 

 ず、そうする政治的決定がなされない。 

《総括》日本に必要とされる危機管理のあり方について、「危機管理の問題は、国、都道

府県、市町村の各レベルにおいて大きな政治・政策課題として論じられていく必要がある」。 

 日本は、米国の危機管理に相当する(同一なものである必要はない)、ICS（インシデント・

コマンド・システム）：コーチの役割を果たす国以外の県市町村共通のルール・手順・規

範を統合して、危機管理の包括的な仕組みを作り上げる急務といえます。なぜなら、国民

の大半は我が身に直接関係のないことに関心が薄く、危機に対する意識も戦時生れ、戦後

すぐのベビブーマーと 40代世代、また 20代世代とでは全く異なるだけでなく、メッディ

アの関心も薄く、次のような観点からも指摘できます。 

  ①政府の防災関係機関（専門専従機関）は十分な権限に加えて、予算と職員数を備える 

べきである。危機管理に当たっての国レベルの包括的対応を行う中で，災害準備，応急 

対応，復興，予防という危機管理の要素を結びつけることができます。 
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 可能であれば，大統領直属の下で米国・FEMAが設立されたときと同じような形で、日本 

の災害対応組織を創設していくことが望まれます。 

 米国では政府の様々な機関の職員をまとめ、新しい危機管理機関を誕生させたが，日本

でも例えば、内閣府災害担当部局、内閣官房危機管理室、総務省消防庁を統合し日本危

機管理庁の中核としていくことが考えられます。 

②政府の災害応急対応計画には、包括的で，使い勝手がよく、現実的で、明確に且つ具

体的に関係政府機関の災害応急対応時の責務と仕事の中身を書きこむべきでしょう。 

③国、都道府県、市町村の各段階で十分な専任職員を配置し、大災害に備えて計画を作

り、応急対応できるようにしておくべきと思われます。 

 日本政府の各省庁にも危機管理担当の専任職員を配置しておくことが必要である。 

 ④国、都道府県、市町村それぞれの段階で、危機管理に関わる技術の専門性を高め、技 

 術を確立し、維持発展させる仕組みが必要です。 

 ⑤対応策： 防災関係機関間の相互の報告会（年 1定例シンポ化） 

 日本の危機管理に関する問題要因の一つとして、他の機関の災害時の動きをお互いに知 

らないという問題がある。それぞれの機関が，大規模災害時の対応について自らの計画

や対応能力の水準について、一連の報告会を催し横のレベルを高めていくべきです。 

⑥包括的な訓練プロラム 

日本の政府機関や病院などは頻繁に災害応急実訓練(disaster response drill)を実施し

ているが、その多くは包括的な災害応急模擬訓練(disaster response exercise)として

行われていません。 

 特に、災害医療には図上訓練を実施することが極めて重要で、かつ医療者以外の防災に

関し責任のある機関がこの模擬訓練を共同実施し、日常的な意識の改革を促していくこ

とが必要となっています。 

⑦日本版危機管理訓練プログラムの開発人材の養成 

日本には危機管理専門家の教育訓練を行う体系的なシステムがありません。 

 災害大国でありながら、大学の災害管理・あるいは医学部の災害医療講座もほとんど無

きに等しく、危機管理人材の育成には程遠い状態を長年放置しています。 

 育成された人材を活かすには、政府職員の知見、消防庁消防大学校の講座などの機能を

活用し、政府全体として危機管理教育訓練プログラム開発センターを設置し、恒久的に

専門人材を供給することが災害マネージメントに不可欠と思います。 

⑧日本の危機管理の専門性を高める 

日本において、危機管理が片手間の仕事、一時的な任務として扱われる限り、本当の意

味で危機管理の目標達成は期待できない。政府、都道府県、市町村ともに常勤の危機管

理専門家を確保し、2年ごとの人事ローテーションで異動させるのではなく、職員の交替

制勤務をきちんとした形で導入し、一定の期間，危機管理の分野で専門性を涵養できる
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制度に改めるべきである。 

 

《病院船とは何か？》参考として（Ⅲ） 

一、災害医療の定義（①自然災害・②人為災害（NBC、感染症等）・③特殊災害（原発事故

等福島例）を明確に法制化するとともに、病院船をどう定義するかも重要だと思います。 

したがって、定義をわかっておられない議員も散見される現在、明確な定義を骨格に据え

る必要性が高じています。 

例えば、厚生労働省は以前、護衛艦を病院船として使うには、病室と思われる場所が、医

療法に基づく基準を満たす必要があると指摘していました。また、１９９５年の阪神淡路

大震災を契機に、海上保安庁にヘリ搭載甲板を備え、はじめて医療機能を備えた大型巡視

船「いず」が新造されました。しかし、一度もその医療機能は使われていません。東日本

大震災のときも、荷物を運んだだけに留まっています。なぜ、このような現状が黙視され

ているのか？ 

一つには、病院または診療所の設置認可を得られていないこと。 

二つ目は、医療機能として認められないため医師が乗船できないから、医療行為ができな

いこと。加えて、最低限の医療機器・レントゲン装置を設置するためには、放射線の取り

扱いの規則があり、これら全て満たさないと病院船とは認められません。 

これまで自衛隊の野戦用医療コンテナを海上自衛艦に積めば良いとした訓練（三重県尾

鷲沖「しもきた」）など、内閣府の安易な方便方策で訓練に臨んでも、医療コンテナユ

ニットが病院として認可された施設など国内の何処にもありません。これでは国民の役

に立たないのは当然。日本は国民皆保険制度が最も進んだ先進国です。震災で救済しな

ければならない国民のいのちに関わる重要なミッションが、病院と認められなければ、

平時に離島医療を提供することもできません。理由は、船が病院船として認可できない

ため医療保険の適用にならないからです。こうした課題解決の案として、スクラップ・

アンド・ビルドの積極的推進する新しい考え方も導入できれば（例えば）、既往防災セ

ンターを改組し、仮称：広域災害医療研究専門の病院機構を新設して、教育訓練プログ

ラムを体系化するモデルを日本の地方自治体に提供するとともに、教育訓練船（病院船）

を併設して離島・EEZ海事従業者の健康管理・巡回医療訓練、広域災害医療への活用も含

む、装備（ハード）の研究・開発を推進することが可能になるのではなかろうかと思い

ます。 

災害医療体制強化の法整備検討 PT～法制化の目標《定義》の構築（案） 

定義：病院船とは「病院が船の中にあるのが病院船（名詞）＝病院として造られ病院の

役割（医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）. に基づく病院構造基準 を満た

し、十分ない医療行為の役割を果たす船舶」 

病院船（名詞）＝病院として造られ、病院の役割を果たす船舶。 

https://translate.googleusercontent.com/translate_c?depth=1&hl=ja&prev=search&rurl=translate.google.co.jp&sl=en&sp=nmt4&u=https://en.wikipedia.org/wiki/Healthcare&usg=ALkJrhgx6H1Xd1hklMsXIkHlaXb2pLsRSw
https://translate.googleusercontent.com/translate_c?depth=1&hl=ja&prev=search&rurl=translate.google.co.jp&sl=en&sp=nmt4&u=https://en.wikipedia.org/wiki/Hospital&usg=ALkJrhhvxfkhzE9yxr0H29u-lO39QHFcpw
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注）航行浮遊式＝船舶とは，自力航行ができ，電源・水・情報通信機能. ライフライン完備，司厨機能、宿泊生活施設、

大規模ロジスティクスなど、自己完結.できる機能がある海洋（河川）移動交通機関を指す。軍用船舶には、歴史的な艦

種変遷を経て、軍事目的別に艦艇も多種多様化している。民間船舶も産業革命以後の近代化の歴史とともに発展を遂げ、

産業用途別・搭載品目ごとに船種が多様化している。 

 

 
我々MHIは、継続性・持続性の高い災害救援活動を提供するために、不足した不備を補う災害医療強化の法制化を最重

要課題にとらえて取り組んでいます。 

 公益社団法人モバイル・ホスピタル・インターナショナル 


